
第６回米軍経ヶ岬通信所の設置に係る安全・安心対策連絡会の概要

〇開催日時 平成２７年１２月８日（火）１５００～１５５０

〇場 所 京丹後市役所峰山庁舎 ２階会議室

〇出 席 者 【京都府】総務部副部長、丹後広域振興局長

【京都府警察本部】警備部理事官（警備第一課長代理）

【京丹後警察署】警備課長（京丹後警察署長代理）

【京丹後市】副市長

【地域住民代表】京丹後市区長連絡協議会会長

京丹後市防犯委員会会長

京丹後市交通安全指導員会会長

京丹後市女性連絡協議会代表

京丹後市女性連絡協議会副代表

京丹後市尾和区長

京丹後市中浜区長

京丹後市島津連合区長

【米軍経ヶ岬通信所】経ヶ岬通信所司令官

【航空自衛隊経ヶ岬分屯基地】第３５警戒隊（第３５警戒隊長代理）

【近畿中部防衛局】企画部長、管理部長、京丹後現地連絡所長

〇説明事項 Ⅰ 経緯・現状等

（１）運用開始後の経緯

（２）工事等の状況

（３）騒音対策の状況

（４）交通事故の状況

Ⅱ 住民の安全・安心

（１）交通安全講習会

（２）交通誘導及び巡回警備業務

（３）居住地の建設状況

Ⅲ 電波等の安全・安心（環境調査）

（１）電磁界強度調査

（２）水質調査

（３）騒音度調査

Ⅳ 雇用・振興策・地元交流

（１）地元雇用の状況

（２）日米交流

（３）生活・産業への影響に対する対策

Ⅴ その他

○米軍経ヶ岬通信所司令官挨拶

・ 前任のオルブライト司令官同様、地域の皆様と率直な意見を交わし、市域の生活者の仲間、

よき隣人として、誇りある一員となるよう、先頭に立って取り組んでまいりたい。

・ レーダーテントから発生する音については、１０月２１日、改修工事に着手し、１２月６日



に完了した。

・ 冬季を迎え、今後、降雪時期となるため冬用タイヤの装着について指導した。

・ 安全運転講習会について、これからも積極的に参加するよう取り組む。

・ 集団通勤について、引き続き、可能な限り取り組む。

・ 地域の皆様との交流促進は、お互いの理解により安全安心に大いに寄与するため、引き続き

交流の機会を持っていきたい。

〇出席者の意見等の概要

（１）騒音対策

【意見要旨】

・ レーダーテントの騒音対策が完了したとの説明があったが、先程、近くで聴いた際に

はシャッターが閉じられており、音がしなかった。今後もこのような状態が続くと考え

て良いか。

また、騒音調査の結果を踏まえ、更なる対策について検討するとのことであるが、今

後、どのような対策が取られるのか。

【回答要旨】

・ 今般、米側によるレーダーテントの騒音対策工事が完了したことを受け、再度、騒音

調査を行う予定である。更なる対策については、騒音調査結果を踏まえ、更に検討して

米側と調整していきたい。（近畿中部防衛局）

（２）交通安全対策

【意見要旨】

・ 冬用タイヤの装着等、冬季の走行について指導されているとの説明に安心した。しか

し、丹後地方では、道路に残ったシャーベット状の雪を自動車が跳ね、歩行者等にかか

ってしまうといったトラブルが心配されるので、徐行運転をしてトラブル防止に努めて

もらいたい。

【回答要旨】

・ 事情は理解したので、職員にしっかりと伝える。アドバイスに感謝する。（経ヶ岬通信

所）

【意見要旨】

・ 説明にあった峰山町の物損事故（車両）はどういう状況で起きたのか。また、米側に

配付されたマップ（資料６）の中で、通勤経路として国道１７８号を通るルートが推奨

されているが、守っていただけるのか。

【回答要旨】

・ 峰山町の物損事故（車両）については、米側の当事者が、出勤時、駐車場内で後進し

た際に駐車車両に接触したものであり、公道で起きたものでははない。

また、島津住宅の入居者の通勤ルートについては、資料６に記載された推奨ルートを

通る旨米側から説明を受けている。（近畿中部防衛局）

【意見要旨】

・ 京都縦貫自動車道が全線開通し、現地に不慣れな他府県ナンバーの車が大変増えてい

るので、運転に気を付けていただきたい。

【回答要旨】

・ 貴重なご意見をいただき感謝する。京都縦貫自動車道の開通等により他府県ナンバー



の車が増えていることについては、１０月に丹後広域振興局長から情報をいただき、既

に米側へ伝えて注意喚起したところであるが、改めて、本日出席している司令官を通じ、

米側において情報共有する。（近畿中部防衛局）

【意見要旨】

・ 島津住宅への入居前に、１２月９日の交通安全講習会とは別に講義（座学）を実施す

ると聞いているが、９日に参加できなかった者を対象としているのか。また、実施日は

決まっているのか。

【回答要旨】

・ １２月９日に開催予定の交通安全講習会には、島津地区の居住予定者も参加する。当

日、シフトの関係で参加できない者については、京丹後警察署の協力を得て、別途講義

（座学）を開催することとしており、１２月１４日、１５日及び２１日の３回を予定し

ている。これにより、島津地区に居住する者は全員講習を受けていただくこととなる。（近

畿中部防衛局）

（３）軍属の居住地関連

【意見要旨】

・ レイセオン社についても集団居住を追求すると聞いているが、何か進展はあったのか。

【回答要旨】

・ 現時点では、島津地区の住宅以外にまとまって居住することが可能な賃貸住宅が見当

たらないのが実情である。軍属の居住地については、より効果的な集団通勤を確保する

観点から、引き続き調整していく考えである。（近畿中部防衛局）

（４）工事関連

【意見要旨】

・ 米軍の第２期工事については、１期工事の状況を踏まえ、地元と調整し、充分な安全

対策を実施されたい。

【回答要旨】

・ 第２期工事については、具体的な時期や内容が判り次第、地元に情報提供し、安全対

策についても、１期工事の状況を踏まえ、しっかりと検討して米側と調整する。（近畿中

部防衛局）

（５）地域との交流

【意見要旨】

・ １１月１日のハロウィン行事に参加した保護者の方から、参加して良かったと大好評

をいただいている。また、今後は英会話教室を開催して欲しいとの要望も多いと聞いて

いる。米軍と地元住民の交流が深まることは非常に大切であり、私たちとしても、今後

も、一緒に共催できることを考えて積極的に取り組んでいきたい。

【回答要旨】

・ 当局としても、良い企画ができるよう、しっかりと米側と調整をして取り組んでいき

たい。（近畿中部防衛局）



 

平成２７年１２月 

近畿中部防衛局 

 

第６回米軍経ヶ岬通信所の設置に係る 

安全・安心対策連絡会説明事項 

 

 

Ⅰ 経緯・現状等 

 

（１） 運用開始後の経緯【資料１】 

・ 資料１－１のとおり 

 

（２）工事等の状況【資料２】 

・ 生活関連施設を整備する第Ⅱ期工事は来年春以降の着工見込み 

 

（３）騒音対策の状況【資料１】 

ア これまでの対策 

・ 資料１－１のとおり 

  

イ 追加的措置の実施状況 

・ レーダーテントから発生している騒音について、米側において対

策工事を実施 

（本年１０月２１日着手、１２月６日完了） 

・ 今後、騒音調査を実施予定 

 

ウ 今後の対策 

・ 電力会社は、今年度当初から周辺エリアのインフラ整備計画に着

手。本整備に合わせ、商用電力の導入に向けて協議中 
・ 追加的措置実施後においても、騒音調査の結果を踏まえ、更なる

対策について検討 
 

（４）交通事故の状況【資料３】 

・ 交通事故の件数及び概要  

１ 



 

Ⅱ 住民の安全・安心 

 

（１）交通安全講習会【資料１】 

ア 開催状況 

・ これまでの開催実績（資料１－２のとおり） 

 

イ 今後の開催予定 

・ 本年１２月９日、第５回交通安全講習会を開催予定 

・ 今後も、より効果的な講習を繰り返し計画 

 

（２）交通誘導及び巡回警備業務【資料４】 

・ 交通誘導及び巡回警備業務を継続実施中 

→宇川小学校児童の登下校時における交通誘導 

→経ヶ岬通信所周辺地域等の巡回 

 

（３）居住地の建設状況【資料５】、【資料６】 

・ 本年７月２７日、事業者から住民に対する工事説明会を開催 

・ 本年７月２９日、工事着手 

・ 本年１１月１８日、地元の要望事項に対する住民説明会を開催 

・ 今月１１日、工事完了予定 

・ 今月下旬より入居が開始され、年内に入居を完了予定 

・ 島津地区の状況を加えた交通安全マップを改めて作成し、米側へ配

付予定 

 

 

Ⅲ 電波等の安全・安心（環境調査） 

 

（１）電磁界強度調査【資料７】 

・ 本年１０月１３日、運用後３回目の調査（通算６回目）を実施 

・ 調査の結果、電力密度の計測値は電波防護指針値を大きく下回るこ

とを確認 

 

（２）水質調査 

・ 第Ⅱ期工事の進捗状況を踏まえ、排水開始後の調査を計画 

２ 



 

（３）騒音調査【資料８】 

・ 追加的措置の実施を踏まえ騒音調査を実施 

（本年１１月５日～６日調査実施） 

→周辺地域(３カ所)において、防音パネルの強化（嵩上げ）前に実 

施した調査の結果より約２～９ｄＢ低い値を測定 

→周辺地域（1カ所）の家屋屋内における低周波音の測定結果は、 

「心身に係る苦情に関する参照値」を下回っていることを確認 

 

 

Ⅳ 雇用・振興策・地元交流 

 

（１）地元雇用の状況【資料９】 

・ 資料９のとおり 

 

（２）日米交流【資料１０】 

・ １０月１１日、丹後町上野区及び袖志区での秋祭りに参加 

・ １０月１８日、あみの八丁浜ロードレースに参加 

・ １１月１日、京丹後市国際交流協会と『ハロウィンを体験しよう』

を共催 

・ １１月７日、袖志区における海岸清掃に参加 

・ 今後も引き続き、日米交流を推進 

 

（３）生活・産業への影響に対する対策【資料１１】 

ア 生活・産業対策 

・ 再編交付金事業（平成２７年度） 

→ふれあい広場設置事業ほか２５件 

・ 障害防止事業（平成２７年度） 

→尾和用水路事業 

・ 民生安定事業（平成２７年度） 

→除雪機械整備事業、高規格救急車整備事業 計２件 

 

  

３ 



 

イ 交通環境整備対策 

・ 民生安定事業（平成２７年度） 

→府道浜丹後線、府道間人大宮線の改良事業 計２件 

・ 工事費（原因者負担金）（平成２７年度） 

→国道１７８号線、４８２号線の改良事業 

 

 

Ⅴ その他 

 

航空自衛隊工事【資料１２】 

・ 本年５月中旬に着工、平成２９年度末に完了予定 

・ 現在、敷地造成工事等を実施中 

・ 下記の安全対策を継続実施中 

→宇川小学校の登校時間帯（０７３０～０８３０）における大型工

事車両の通行を見合せ 

→宇川駐在所周辺の狭隘な急カーブ区間に複数の交通誘導員を配置 

４」 



第６回 米軍経ヶ岬通信所の設置に係る
安全・安心対策連絡会説明資料

平成２７年１２月

近畿中部防衛局



○Ⅰ 経緯・現状等 （１） 運用開始後の経緯

これまでの経緯

○ Ⅰ 経緯・現状等 （３）騒音対策の状況 ア これまでの対策

・ 平成２６年１２月２６日 レーダー配備完了（運用開始）

・ 平成２７年１月末 第Ⅰ期工事完了

・ 平成２７年４月２７日 日米安全保障協議委員会共同発表

・ 平成２６年１２月 防音パネルの設置

・ 平成２７年２月１６日～３月４日 発電機へのマフラー設置

・ 平成２７年３月１６日、１７日 騒音・低周波音調査を実施

・ 平成２７年７月２４日～８月４日 発電機周囲の既設防音パネルの強化（嵩上げ）

・ 平成２７年８月７日～１２日 防音パネル（九品寺側境界付近）の設置

【資料１－１】

１
発電機周囲の既設防音パネルの強化発電機へのマフラー設置 防音パネル（九品寺側境界付近）の設置



これまでの経緯

【資料１－２】

２

○ Ⅱ 住民の安全・安心 （１）交通安全講習会 ア これまでの開催実績

・ 平成２６年１０月２日 第１回交通安全講習会
・ 平成２７年１月１６日 第２回交通安全講習会
・ 平成２７年５月１３日 第３回交通安全講習会
・ 平成２７年８月２７日 第４回交通安全講習会



※変更となる可能性あり

工 事 計 画 図

【資料２】

３



【資料３】

近畿中部防衛局が関係機関へ情報提供した事故一覧

27.11.13 京丹後市丹後町 物損事故（ガードレール）

27.11.17 京丹後市峰山町 物損事故（車両）

４



交通誘導・巡回警備実施状況

宇川小学校前での児童の交通誘導

【資料４】

５

市内での巡回警備



居住地（網野町島津地区）

【資料５】

６



【資料６】

７



電磁界強度調査

電磁界強度調査計測値

１ 調 査 日 ： 平成２７年１０月１３日（火）

２ 調査場所 ： 経ヶ岬通信所周辺地域３箇所

（レーダー設置正面海上１箇所、袖志区及び尾和区の陸上各１箇所）

３ 調査内容 ： 各調査場所における電力密度を計測

４ 計 測 値 ： 下表のとおり

【海上】 （単位：ｍＷ／ｃ㎡）

第１回計測値 第２回計測値 第３回計測値 第４回計測値 第５回計測値 第６回計測値

（２６．３．１９） （２６．７．２８） （２６．１０．２０） （２７．１．２６） （２７．７．６） （２７．１０．１３）

【袖志区】 （単位：ｍＷ／ｃ㎡）

第１回計測値 第２回計測値 第３回計測値 第４回計測値 第５回計測値 第６回計測値

（２６．３．１９） （２６．７．２８） （２６．１０．２０） （２７．１．２６） （２７．７．６） （２７．１０．１３）

【尾和区】 （単位：ｍＷ／ｃ㎡）

第１回計測値 第２回計測値 第３回計測値 第４回計測値 第５回計測値 第６回計測値

（２６．３．１９） （２６．７．２８） （２６．１０．２０） （２７．１．２６） （２７．７．６） （２７．１０．１３）

※表中の計測値は、計測範囲（１GHz～１２GHz）での最大値を示しており、小数点第３位以下については
「０」と表示している。

０．００

０．００

０．００

０．００

１．５ＧＨｚ～１２ＧＨｚ
［　１　］

計測範囲
［電波防護指針値］

運用前

１ＧＨｚ～１．５ＧＨｚ
［０．６７ - １］

０．０９ ０．００ ０．００

計測範囲
［電波防護指針値］

運用前

１ＧＨｚ～１．５ＧＨｚ
［０．６７ - １］

０．００ ０．００ ０．００
１．５ＧＨｚ～１２ＧＨｚ

［　１　］

計測範囲
［電波防護指針値］

運用前

１ＧＨｚ～１．５ＧＨｚ
［０．６７ - １］

０．０４ ０．００ ０．００
１．５ＧＨｚ～１２ＧＨｚ

［　１　］

０．００

運用後

０．００

運用後

０．００

運用後

０．０００．００

【資料７】

８



騒音・低周波音調査結果の概要

１ 調 査 内 容

（１）調査日時等

９

【資料８－１】

【今回の調査】

区　　分 実施日時等 測定箇所 調査項目

 風向・風速：北寄り或いは南西・0.2～１.７ｍ

 気温：１９℃前後

 ※出典：間人　2015年11月5日（1時間ごとの値）

 　　　　（気象庁ホームページより）

 風向・風速：南南東・１ｍ程度

 気温：１７～１８℃、湿度：９６％前後

【前回までの調査】

区　　分 実施日時等 測定箇所 調査項目

 平成２７年２月７日（土）

 午前０時～午前４時

 風向・風速：南寄り・３ｍ程度

 気温：６℃前後、湿度：５０％前後

 平成２７年２月２５日（水）

 午前０時～午前４時

 風向・風速：北西或いは西寄り・２ｍ程度

 気温：６～８℃、湿度：９５％前後

マフラー設置後
防音パネル（嵩上げ※後）

　※平成２７年７月から８月にかけて
　　既設防音パネルの高さ約３ｍを

　　約４～５ｍの高さに嵩上げ

 平成２７年１１月５日（木）午後１０時～
 　　　　　１１月６日（金）午前　１時

・周辺地域（３カ所）【屋外】
・騒音レベル
・周波数特性

 平成２７年１１月５日（木）
 午後３時～午後６時

・周辺地域（１カ所）【屋内】
　※家屋（木造、アルミ窓枠）

・騒音レベル
・周波数特性

マフラー設置前
防音パネル（嵩上げ前）

・周辺地域（３カ所）【屋外】
・騒音レベル
・周波数特性

・周辺地域（３カ所）【屋外】
・騒音レベル
・周波数特性

マフラー設置後
防音パネル（嵩上げ前）



１ 調 査 内 容

（２）測定方法

各測定箇所において、発電機の定常稼働状態における稼働騒音を測定。
使用機器：リオン社製 広帯域音圧計 XN-2P

広帯域音圧計
XN-2P（３）測定箇所位置図

【資料８－２】

１０



２ 調 査 結 果

（１）騒音レベルの測定結果

今回、防音パネルの強化（嵩上げ）後の騒音状況を確認するために騒音調査を実施しました。測定値は波の音などの暗騒
音の影響を受けるものですが、調査の結果は、周辺地域の３カ所すべての地点（屋外）において、防音パネルの嵩上げ前に
実施した平成２７年２月２５日の結果よりも約２～９ｄB低い測定値となっています。

なお、調査対象とした地域は、環境基準を適用する地域の指定を受けていませんが、参考として測定結果を環境基準と対
比したところ、周辺地域の3カ所の騒音レベルは、環境基準（主として住宅の用に供される夜間の基準値４５ｄＢ）を下回っ
ています。

（参考）環境基準： 環境基本法（平成５年法律第９１号）第１６条第１項の
規定に基づく騒音に係る環境上の条件について生活環境を
保全し、人の健康の保護に資する上で維持されることが望
ましい基準。 昼　間 夜　間

午前６時から午後１０時まで 午後１０時から午前６時まで

○　環　境　基　準（抜粋）

地域の類型

基　準　値

主として住居の用
に供される地域

５５ｄＢ以下 ４５ｄＢ以下

（単位：デシベル）

今回の調査

防音パネル（嵩上げ後）

マフラー設置前

平成27年2月7日 平成27年2月25日 平成27年11月5日～6日

防音パネル（嵩上げ前）
測定点

尾和地区尾和会館付近

袖志地区棚田付近

袖志地区萬福寺付近

前回までの調査

46

54

40

53 44

マフラー設置後

45 43

39 37

１１

【資料８－３】



２ 調 査 結 果

（２）低周波音の測定結果

今回、袖志地区の家屋において、屋内における測定を行い、騒音苦情の主な要因と考えられた９０Hz前後の低周波音の状
況について調査しました。調査の結果、同家屋の屋内の音圧レベルは、環境省が定める「心身に係る苦情に関する参照値」を
下回っていることを確認しました。

注１： 心身に係る苦情に関する参照値とは、環境省が定めた低周波音問題対応のための「評価指針」に示される参照値である。
参照値は、低周波音について苦情の申し立てが発生した際に、低周波音による苦情かどうかを判断するための目安であり、低周

波音についての対策目標値、環境アセスメントの環境保全目標値や作業環境のガイドラインとして策定されたものではない。
２： 心身に係る苦情に関する参照値には、１００Hzの値は示されていない。
３： 1/3オクターブバンド中心周波数とは、感覚量評価の際に用いられることが多いオクターブ分析（定比幅分析）のうち、1/3オ

クターブ分析における個々の周波数帯の中心の周波数である。

（単位：デシベル）

防音パネル（嵩上げ後）

マフラー設置後

平成27年11月5日

８０Hz 23 41

１００Hz 24 －

測定点
1/3オクターブバンド

中心周波数
心身に係る苦情
に関する参照値

袖志地区家屋
（屋内）

１２

【資料８－４】



Ⅳ 雇用・振興策・地元交流 （１）地元雇用の状況

○ 社会関係（連絡）専門職【通訳、広報】 ２名

○ 管理専門職【一般事務】 １名

○ 書簡事務職【郵便物の受理】 １名

○ サービス契約検査主任職【業者が行う業務の検査】 １名

○ 車両運転手【車両運転】 １名

○ 補給専門職【補給品の在庫管理】 １名

計７名

※このうち、京丹後市出身者は４名

【資料９】

１３



地 域 と の 交 流

○ ハロウィンを体験しよう （２７．１１．１）

【資料１０】

１４

○ 海岸清掃 （２７．１１．７）



平成２７年度 経ヶ岬通信所関連事業一覧表

【資料１１】

１５

事 業 の 名 称 補助事業者名 事業の名称 補助事業者名

(平成27年度単歳分） (平成27年度単歳分)

花いっぱいのまちづくり推進事業 除雪機械整備事業

市内有人駅ＡＥＤ設置事業 竹野分遣所高規格救急車整備事業

災害等ハザードマップ作成事業 ２件

防犯パトロール車購入事業 (平成27年度単歳分)

廃棄物処理施設環境整備事業 尾和用水路改修事業

ふれあい広場設置事業補助金 １件

ＬＥＤ防犯灯設置事業 (平成27年度単歳分）

防犯カメラ設置事業 浜丹後線（上野平バイパス、宮バイパス）

防災拠点施設改修事業 間人大宮線

健康管理支援事業　（超音波骨密度測定装置購入） ２件

高齢者インフルエンザ予防接種事業 (平成27年度単歳分）

農道改修整備事業 国道１７８号線（袖志工区、カマヤ工区）、国道４８２号線（大山工区）

袖志海岸沖防波堤防護等事業 １件

海浜施設環境整備事業　（海水浴場トイレ・炊飯棟改修工事） 計 ３２件

市道改修整備事業

都市公園環境整備事業　（途中ヶ丘公園駐車場整備） 　　　　　　は、完了したもの。　その他は現在実施中。

義務教育施設環境整備事業　（各小中学校普通教室等空調設備）

高機能急速冷凍装置導入事業

竹野体育館改修事業

親子ふれあい広場整備事業補助金

区民交流広場整備事業補助金

袖志観光トイレ整備事業補助金

農業共同作業場整備事業補助金

袖志漁港標識灯設置事業

袖志地区有害鳥獣防除施設設置事業

中浜消防車庫整備事業

２６件

再編交付金 京丹後市長

民生安定 京丹後市長

障害防止 京丹後市長

道路改修等 京都府知事

工事費
（原因者負担金）

京都府知事



【資料１２－１】
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【資料１２－２】
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進捗状況

平成27年12月2日撮影

【資料１２－３】
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【資料１２－４】
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